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【表３２】
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【表３３】

【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３５９
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３５９】
　以上、本発明を要約すると下記のとおりである。
１．少なくとも１つのアルファ－１，５グルコシル－フルクトース結合を含む糖において
アルファ－１，５グルコシル－フルクトース結合を加水分解する方法であって、前記糖が
二糖またはオリゴ糖であり、前記方法が、適切な条件下で前記糖をアルファ－グルコシダ
ーゼ酵素と接触させることを含み、前記アルファ－グルコシダーゼ酵素が、前記糖の少な
くとも１つのアルファ－１，５グルコシル－フルクトース結合を加水分解し、前記糖の量
が、前記接触前に存在した前記糖の量と比較して減少している、方法。
２．前記アルファ－グルコシダーゼ酵素が固定化されている、前記１に記載の方法。
３．前記糖がロイクロースである、前記１に記載の方法。
４．前記接触工程後のロイクロースの濃度が、前記接触前に存在したロイクロースの濃度
の５０％未満である、前記３に記載の方法。
５．前記適切な条件が、
　（ｉ）グルカン合成反応、または
　（ｉｉ）前記グルカン合成反応から得られる分画
を含み、前記糖が前記グルカン合成反応の副産物である、前記１に記載の方法。
６．前記グルカン合成反応が、少なくとも１つの不溶性アルファ－グルカン生成物を生成
させる、前記５に記載の方法。
７．前記分画が前記グルカン合成反応のろ液である、前記６に記載の方法。
８．前記グルカン合成反応が、
　（ｉ）グルコシルトランスフェラーゼの生成物、または
　（ｉｉ）１つ以上のアルファ－１，３－グリコシド結合または１つ以上のアルファ－１
，６－グリコシド結合を有するグルカンポリマーを加水分解することが可能なグルコシル
トランスフェラーゼおよびアルファ－グルカノヒドロラーゼの両方の協奏作用の生成物で
ある、少なくとも１つの可溶性アルファ－グルカン生成物を生成させる、前記５に記載の
方法。
９．前記分画が前記グルカン合成反応のクロマトグラフィー分画である、前記８に記載の
方法。
１０．前記アルファ－グルコシダーゼ酵素がトランスグルコシダーゼまたはグルコアミラ
ーゼである、前記１に記載の方法。
１１．糖をアルファ－グルコシダーゼ酵素と接触させることにより生成される組成物であ
って、前記糖が二糖またはオリゴ糖であり、かつ少なくとも１つのアルファ－１，５グル
コシル－フルクトース結合を含み、前記酵素が、前記糖の少なくとも１つのアルファ－１
，５グルコシル－フルクトース結合を加水分解し、前記組成物が、前記接触前に存在した
前記糖の量と比較して減少した量の前記糖を含む、組成物。
１２．前記糖がロイクロースである、前記１１に記載の組成物。
１３．前記糖が（ｉ）グルカン合成反応、または（ｉｉ）前記グルカン合成反応から得ら
れる分画にあり、前記糖が前記グルカン合成反応の副産物である、前記１１に記載の組成
物。
１４．グルカン合成反応の分画に存在するフルクトースを濃縮する方法であって、
　（ａ）グルカン合成反応から得られる分画を適切な条件下でアルファ－グルコシダーゼ
酵素と接触させることであって、前記アルファ－グルコシダーゼ酵素が、前記分画内に含
まれる二糖またはオリゴ糖の少なくとも１つのアルファ－１，５グルコシル－フルクトー
ス結合を加水分解する、接触させることと、
　（ｂ）工程（ａ）の前記分画のフルクトース濃度と比較してより高いフルクトース濃度
を有する組成物を得るために、工程（ａ）の前記加水分解分画からフルクトースを分離す
ることと
を含む、方法。
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１５．（ａ）グルカン合成反応から得られる分画を適切な条件下でアルファ－グルコシダ
ーゼ酵素と接触させることであって、前記アルファ－グルコシダーゼ酵素が、前記分画内
に含まれる二糖またはオリゴ糖の少なくとも１つのアルファ－１，５グルコシル－フルク
トース結合を加水分解する、接触させることと、
　（ｂ）生成物を得るために微生物を用いて工程（ａ）の前記分画を発酵させることであ
って、前記発酵が、工程（ａ）の後または工程（ａ）と同時に行われる、発酵させること
と、
　（ｃ）任意選択により（ｂ）の前記生成物を単離することと
を含み、（ｂ）の前記生成物の収率が、前記アルファ－グルコシダーゼ酵素と接触してい
ない前記グルカン合成反応の分画を発酵させる生成物の収率と比較して上昇している、発
酵方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのアルファ－１，５グルコシル－フルクトース結合を含む糖においてア
ルファ－１，５グルコシル－フルクトース結合を加水分解する方法であって、前記糖が二
糖またはオリゴ糖であり、前記方法が、適切な条件下で前記糖をアルファ－グルコシダー
ゼ酵素と接触させることを含み、前記アルファ－グルコシダーゼ酵素が、前記糖の少なく
とも１つのアルファ－１，５グルコシル－フルクトース結合を加水分解し、前記糖の量が
、前記接触前に存在した前記糖の量と比較して減少している、方法。
【請求項２】
　糖をアルファ－グルコシダーゼ酵素と接触させることにより生成される組成物であって
、前記糖が二糖またはオリゴ糖であり、かつ少なくとも１つのアルファ－１，５グルコシ
ル－フルクトース結合を含み、前記酵素が、前記糖の少なくとも１つのアルファ－１，５
グルコシル－フルクトース結合を加水分解し、前記組成物が、前記接触前に存在した前記
糖の量と比較して減少した量の前記糖を含む、組成物。
【請求項３】
　グルカン合成反応の分画に存在するフルクトースを濃縮する方法であって、
　（ａ）グルカン合成反応から得られる分画を適切な条件下でアルファ－グルコシダーゼ
酵素と接触させることであって、前記アルファ－グルコシダーゼ酵素が、前記分画内に含
まれる二糖またはオリゴ糖の少なくとも１つのアルファ－１，５グルコシル－フルクトー
ス結合を加水分解する、接触させることと、
　（ｂ）工程（ａ）の前記分画のフルクトース濃度と比較してより高いフルクトース濃度
を有する組成物を得るために、工程（ａ）の前記加水分解分画からフルクトースを分離す
ることと
を含む、方法。
【請求項４】
　（ａ）グルカン合成反応から得られる分画を適切な条件下でアルファ－グルコシダーゼ
酵素と接触させることであって、前記アルファ－グルコシダーゼ酵素が、前記分画内に含
まれる二糖またはオリゴ糖の少なくとも１つのアルファ－１，５グルコシル－フルクトー
ス結合を加水分解する、接触させることと、
　（ｂ）生成物を得るために微生物を用いて工程（ａ）の前記分画を発酵させることであ
って、前記発酵が、工程（ａ）の後または工程（ａ）と同時に行われる、発酵させること
と、
　（ｃ）任意選択により（ｂ）の前記生成物を単離することと
を含み、（ｂ）の前記生成物の収率が、前記アルファ－グルコシダーゼ酵素と接触してい
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ない前記グルカン合成反応の分画を発酵させる生成物の収率と比較して上昇している、発
酵方法。
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